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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】焦点を調整するにあたって被写体に対して照射
される照明光の強度と、この焦点調整以外に被写体に対
して照射される照明光の強度とを適切に制御できるよう
にする。
【解決手段】中央制御部１１は、撮像部１９によって撮
像される被写体に対して照射する照明光の強度をライト
制御部２０を介して制御する場合に、その照明光の強度
を時間経過に基づいて減衰させると共に、焦点を調整す
るにあたっては照明光を所定の強度で照射させる。すな
わち、電力消費を抑制しつつ、被写体に対して照明光の
照射が必要な場合には、必要な強度の光を照射させるた
めに、撮像部１９の動作中にはユーザが被写体をモニタ
画面などで確認するのに必要な強度の光を照射させ、焦
点を調整するにあたっては焦点を調整するのに必要な強
度の光を照射させる。
【選択図】図２



(2) JP 2009-265112 A 2009.11.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
 被写体を撮像する撮像手段と、
 この撮像手段によって撮像される被写体に対して照明光を照射する照射手段と、
 撮像する焦点を調整する焦点調整手段と、
 前記撮像手段の動作中に、前記照射手段による照明光を第１強度で照射開始させると共
に、時間経過に応じて当該照明光の強度を減衰させるように制御する第１制御手段と、
 前記焦点調整手段によって焦点を調整するにあたって、前記照射手段による照明光を第
２強度で照射開始させるように制御する第２制御手段と、
 を具備したことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第２制御手段は、前記照射手段による照明光を第２強度で照射開始させると共に、
時間経過に応じて当該照明光の強度を減衰させるように制御する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記第１制御手段は、ユーザ操作による照射の指示に応じて前記照明光を第１強度で照
射開始させると共に、時間経過に応じて当該照明光の強度を減衰させるように制御する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項４】
　少なくとも前記被写体の明るさ、前記被写体の周囲の明るさのうち、その何れかを検出
する検出手段を更に備え、
　前記第１制御手段は、前記検出手段による検出結果に基づいて前記照明光を第１強度で
照射開始させると共に、時間経過に応じて当該照明光の強度を減衰させるように制御する
、
　ようにしたことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記焦点調整手段は、ユーザ操作による調整指示に応じて焦点の調整を開始する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記焦点調整手段は、ユーザが所定の操作キーに接触している間、焦点を調整する、
　ようにしたことを特徴とする請求項５記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記焦点調整手段は、所定の撮影条件を満たした場合に、焦点の調整を開始する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項８】
　少なくとも前記被写体の明るさ、前記被写体の周囲の明るさのうち、その何れかを検出
する検出手段を更に備え、
 前記第２制御手段は、前記検出手段による検出結果に応じて前記照明光を第２強度で照
射開始させる、
　ようにしたことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項９】
 前記撮像手段の動作中に、前記被写体を撮像するにあたって、前記照射手段による照明
光を第３強度で照射させる第３制御手段と、
 を更に備えた、ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項１０】
 被写体を撮像する撮像手段と、
 この撮像手段によって撮像される被写体に対して照明光を照射する照射手段と、
 撮像する焦点を調整する焦点調整手段と、
 前記撮像手段の動作中に、前記照射手段による照明光を第１強度で照射させるように制
御する第１制御手段と、
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 前記焦点調整手段によって焦点を調整するにあたって、前記照射手段による照明光を前
記第１強度とは異なる第２強度で照射させるように制御する第２制御手段と、
 を具備したことを特徴とする撮像装置。
【請求項１１】
　前記第１制御手段は、前記照射手段による照明光を第１強度で照射開始させると共に、
時間経過に応じて当該照明光の強度を減衰させるように制御する、
　ようにしたことを特徴とする請求項１０記載の撮像装置。
【請求項１２】
　コンピュータに対して、
 被写体を撮像する撮像手段の動作中に、照射手段による照明光を被写体に対して照射す
る場合に、この照明光を第１強度で照射開始させると共に、時間経過に応じて照明光の強
度を減衰させるように制御する機能と、
 焦点調整手段によって焦点を調整するにあたって、前記照射手段による照明光を第２強
度で照射開始させるように制御する機能と、
　を実現させるためのプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータに対して、
 被写体を撮像する撮像手段の動作中に、照射手段による照明光を被写体に対して照射す
る場合に、この照明光を第１強度で照射開始させるように制御する機能と、
　焦点調整手段によって焦点を調整するにあたって、前記照射手段による照明光を第１強
度とは異なる第２強度で照射させるように制御する機能と、
　を実現させるためのプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、被写体を撮像する撮像装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像機能を備える携帯電話機などの撮像装置としては、被写体に対して光を継続
的に照射するＬＥＤ（Light Emitting Diode）ライトなどの照射手段を備えたものがある
。被写体に対して光を照射する目的は、撮像する際に被写体やその周囲の明るさを確保す
ることのほかにも、撮像前にユーザが被写体をモニタ画面で確認できるように被写体やそ
の周囲の明るさを確保すること、撮像前に焦点調整が行えるように被写体やその周囲の明
るさを確保することが挙げられる。
【０００３】
　そこで、従来では、撮像機能を備える携帯電話機において、撮影用画像を表示している
状態で照明キーが操作されると、フラッシュレベルよりも照度が低い第１の照明光を一定
レベルとなるように継続的に照射させ、その継続的に照射している状態でシャッターキー
が操作されると、フラッシュレベルの第２の照明光を照射させるようにした技術が開示さ
れている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特許３８１４６２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
 しかしながら、上述した先行技術においては、第１の照明光を一定レベルとなるように
継続的に照射させると、ユーザにとっては便利であるが、電力消費が多くなってしまうと
いう問題点がある。特に照射させたままの状態でユーザがこの撮像装置を放置してしまっ
たり、シャッターキーを押すまでに時間がかかったりしてしまうと、電力消費が更に増大
し、電池寿命を縮めてしまう。更には、光の照射による発熱で撮像装置が無視できないく
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らいに高温となり、電子回路などに悪影響を及ぼしてしまう。
【０００５】
 そこで、電力消費を抑制する方法として、例えば、照射する光の強度（レベル）を時間
経過と共に徐々に下げていく、あるいは所定時間が経過するまでは一定の強度であるが、
それ以降は光の照射を停止するといったように、時間経過に基づいて光の強度を減衰させ
る方法が考えられる。しかし、このような方法では焦点を調整する際に被写体やその周囲
の明るさを確保することできなくなってしまう状況が起こり得る。
【０００６】
　この発明の課題は、焦点を調整するにあたって被写体に対して照射される照明光の強度
と、この焦点調整以外に被写体に対して照射される照明光の強度とを適切に制御できるよ
うにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
 請求項１記載の発明は、被写体を撮像する撮像手段と、この撮像手段によって撮像され
る被写体に対して照明光を照射する照射手段と、撮像する焦点を調整する焦点調整手段と
、前記撮像手段の動作中に、前記照射手段による照明光を第１強度で照射開始させると共
に、時間経過に応じて当該照明光の強度を減衰させるように制御する第１制御手段と、前
記焦点調整手段によって焦点を調整するにあたって、前記照射手段による照明光を第２強
度で照射開始させるように制御する第２制御手段と、を具備したことを特徴とする。
　更に、コンピュータに対して、上述した請求項１記載の発明に示した主要機能を実現さ
せるためのプログラムを提供する（請求項１２記載の発明）。
【０００８】
　なお、上述した請求項１記載の発明は次のようなものであってもよい。
　前記第２制御手段は、前記照射手段による照明光を第２強度で照射開始させると共に、
時間経過に応じて当該照明光の強度を減衰させるように制御する（請求項２記載の発明）
。
【０００９】
　前記第１制御手段は、ユーザ操作による照射の指示に応じて前記照明光を第１強度で照
射開始させると共に、時間経過に応じて当該照明光の強度を減衰させるように制御する（
請求項３記載の発明）。
【００１０】
　少なくとも前記被写体の明るさ、前記被写体の周囲の明るさのうち、その何れかを検出
する検出手段を更に備え、前記第１制御手段は、前記検出手段による検出結果に基づいて
前記照明光を第１強度で照射開始させると共に、時間経過に応じて当該照明光の強度を減
衰させるように制御する（請求項４記載の発明）。
【００１１】
　前記焦点調整手段は、ユーザ操作による調整指示に応じて焦点の調整を開始する（請求
項５記載の発明）。
【００１２】
　請求項５記載の発明において、前記焦点調整手段は、ユーザが所定の操作キーに接触し
ている間、焦点を調整するようにしてもよい（請求項６記載の発明）。
【００１３】
　前記焦点調整手段は、所定の撮影条件を満たした場合に、焦点の調整を開始する（請求
項７記載の発明）。
【００１４】
　少なくとも前記被写体の明るさ、前記被写体の周囲の明るさのうち、その何れかを検出
する検出手段を更に備え、前記第２制御手段は、前記検出手段による検出結果に応じて前
記照明光を第２強度で照射開始させる（請求項８記載の発明）。
【００１５】
 前記撮像手段の動作中に、前記被写体を撮像するにあたって、前記照射手段による照明
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光を第３強度で照射させる第３制御手段と、を更に備えた（請求項９記載の発明）。
【００１６】
　請求項１０記載の発明は、被写体を撮像する撮像手段と、この撮像手段によって撮像さ
れる被写体に対して照明光を照射する照射手段と、撮像する焦点を調整する焦点調整手段
と、前記撮像手段の動作中に、前記照射手段による照明光を第１強度で照射させるように
制御する第１制御手段と、前記焦点調整手段によって焦点を調整するにあたって、前記照
射手段による照明光を前記第１強度とは異なる第２強度で照射させるように制御する第２
制御手段と、を具備したことを特徴とする。
　更に、コンピュータに対して、上述した請求項１０記載の発明に示した主要機能を実現
させるためのプログラムを提供する（請求項１３記載の発明）。
【００１７】
　なお、上述した請求項１０記載の発明において、前記第１制御手段は、前記照射手段に
よる照明光を第１強度で照射開始させると共に、時間経過に応じて当該照明光の強度を減
衰させるように制御するようにしてもよい（請求項１１記載の発明）。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明によれば、焦点を調整するにあたって被写体に対して照射される照明光の強度
と、焦点調整以外に被写体に対して照射される照明光の強度とを適切に制御することがで
き、ユーザの利便性を損なうことなく、電力消費を抑制することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図１～図１５を参照して本発明の実施形態を説明する。
　この実施形態は、撮像装置として撮像機能（カメラ機能）付き携帯電話機に適用した場
合を例示したもので、図１は、このカメラ機能付き携帯電話機が利用可能な通信ネットワ
ークシステムを示したブロック図である。
　携帯電話機１は、音声通話機能、電子メール機能、インターネット接続機能（Ｗｅｂア
クセス機能）、カメラ機能などを備え、最寄りの基地局２Ａ、交換機２Ｂから無線通信網
（移動体通信網）２に接続されると、この無線通信網２を介して他の携帯電話機１との間
で通話可能な状態となる。なお、携帯電話機１は、無線通信網２を介してメールサーバ（
図示せず）に接続されると、電子メールの送受信が可能となり、また、無線通信網２を介
してインターネット（図示せず）に接続されると、Ｗｅｂサイトの閲覧が可能となる。
【００２０】
　図２は、カメラ機能付き携帯電話機１の基本的な構成要素を示したブロック図である。
　中央制御部１１は、ＲＯＭ１２内の各種のプログラムに応じてこの携帯電話機１の全体
動作を制御する中央演算処理装置などを有している。ＲＯＭ１２は、プログラム領域とデ
ータ領域とを有し、このプログラム領域には、後述する図７～図１５に示す動作手順に応
じて本実施例を実現するためのプログラムが格納されている。ＲＡＭ１３は、ワーク領域
を有する内部メモリで、後述する撮影条件記憶部Ｍ１、照射条件記憶部Ｍ２、照射タイム
チャート記憶部Ｍ３、画像記憶部Ｍ４などが設けられている。
【００２１】
　無線通信部１４は、無線部、ベースバンド部、多重分離部などを備え、例えば、通話機
能、電子メール機能、インターネット接続機能の動作時に、最寄りの基地局２Ａとの間で
データの送受信を行うもので、通話機能の動作時にはベースバンド部の受信側から信号を
取り込んで受信ベースバンド信号に復調した後、音声信号処理部１５を介して送話スピー
カＳＰから音声出力させ、また、受話マイクＭＣからの入力音声データを音声信号処理部
１５から取り込み、送信ベースバンド信号に符号化した後、ベースバンド部の送信側に与
えてアンテナから発信出力させる。
【００２２】
　表示部１６は、高精細液晶あるいは有機ＥＬなどを使用したもので、待受画像、文字情
報、撮像画像などを表示する。操作部１７は、ダイヤル入力、文字入力、コマンド入力な
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どを入力するもので、カメラ機能起動操作、フォーカス調整操作、撮影操作（シャッター
操作）を行ったり、被写体に対して光を照射する照明用ライトを点灯／消灯させるライト
照射操作を行ったりすると、中央制御部１１は、操作部１７からの操作信号に応じた処理
を実行する。ＲＴＣ（リアルタイムクロックモジュール）１８は、時計部を構成するもの
で、中央制御部１１は、ＲＴＣ１８から現在日時を取得する。
【００２３】
　撮像部１９は、静止画撮影のほかに動画撮影も可能なカメラ機能を構成するもので、撮
影レンズ、ミラーなどのレンズ・ミラーブロック、撮像素子、その駆動系のほか、測距セ
ンサ、光量センサ、アナログ処理回路、信号処理回路、圧縮伸張回路などを備え、光学ズ
ームを調整制御したり、撮像する焦点を調整するオートフォーカス、あるいはユーザ操作
による手動フォーカスを調整制御したり、シャッター駆動制御、露出、ホワイトバランス
などを制御したりするようにしている。なお、光量センサは、撮影レンズを通した光を受
光して被写体やその周囲の明るさを検出する受光センサで、中央制御部１１は、この光量
センサによって検出された明るさを被写体の現在の状況として取り込むようにしている。
【００２４】
　ライト制御部２０は、被写体やその周囲が暗いために被写体に対して光を照射する照明
用ライト（撮影用ＬＥＤ）２１の点灯／消灯を制御すると共に、その光の強度を制御する
もので、この撮影用ＬＥＤ２１は、撮像する際に被写体やその周囲の明るさを確保したり
、撮像前にユーザが被写体をモニタ画面で確認できるように被写体やその周囲の明るさを
確保したり、撮像前に焦点調整が行えるように被写体やその周囲の明るさを確保したりす
るために設けられたものである。なお、ライト制御部２０は、撮影用ＬＥＤ２１に流れる
電流値を制御することによって照明光の強度を制御するようにしている。報知部２２は、
サウンドスピーカ２２Ａ、ＬＥＤ２２Ｂ、振動モータ２２Ｃを備え、着信時に駆動されて
着信報知を行うほか、アラーム報知時にも駆動される。
【００２５】
　図３は、撮影条件記憶部Ｍ１を説明するための図である。
　撮影条件記憶部Ｍ１は、フォーカス調整（焦点調整）を開始したり、シャッターを切っ
て撮影を開始したりする撮影条件を記憶するもので、“フォーカス調整”、“シャッター
”の各「項目」に「内容」、「設定フラグ」を対応付けた構成となっている。この各「項
目」の「内容」は、更に、上述の撮影条件の成立に応じてフォーカス調整あるいはシャッ
ターを制御する“自動”と、ユーザ操作に応じてフォーカス調整あるいはシャッターを制
御する“ユーザ操作のみ”に分かれ、また、“自動”には“条件（上述の撮影条件）”が
対応付けられている。
【００２６】
　“自動”に対応付けられている“条件”は、どのような条件を満たしたときにフォーカ
ス調整を開始するか、シャッターを切るかを指定するもので、例えば、“フォーカス調整
”の“条件”としては、被写体が静止したら調整する、あるいは被写体（人物）の顔を認
識したら調整する、などが設定され、また、“シャッター”の“条件”としては、被写体
が一定時間静止したら撮影する（シャッターを切る）、フォーカス調整が終了したら撮影
する、などが設定されている。なお、この“条件”は、ユーザ操作によって任意に変更可
能となっている。この“自動”と“ユーザ操作のみ”に対応して「設定フラグ」が設けら
れている。この「設定フラグ」は、「項目」毎に“自動”と“ユーザ操作のみ”の何れを
有効とするかを選択するために任意に設定されたもので、図中、“１”は、その有効を示
し、“フォーカス調整”のみを自動としたり、“シャッター” のみを自動としたりする
など、任意に設定可能となっている。
【００２７】
　図４は、照射条件記憶部Ｍ２を説明するための図である。
　照射条件記憶部Ｍ２は、撮影用ＬＥＤ２１から被写体に対して照射される照明光の強度
を制御するための照射条件を記憶するもので、“ライト照射ＲＡ”、“ライト照射ＲＢ（
フォーカス調整）”、“ライト照射ＲＣ（シャッター）”の各「項目」に「内容」、「設
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定フラグ」を対応付けた構成となっている。図５は、ライト照射の開始時からの時間経過
に応じて光の強度が変化する状態を示した照射タイムチャートを例示したもので、その横
軸は時間、縦軸は照射レベル（強度）を示している。“ライト照射ＲＡ”は、ライト照射
開始からフォーカス調整開始までの間の照射状態を示し、“ライト照射ＲＢ（フォーカス
調整）”は、フォーカス調整開始から撮影開始（シャッターを切る）までの間の照射状態
を示し、“ライト照射ＲＣ（シャッター）”は、撮影開始してから所定時間（例えば、２
秒）が経過するまでの間の照射状態（フラッシュ状態）を示している。
【００２８】
　そして、照射条件記憶部Ｍ２において、各「項目」の「内容」は、条件の成立に応じて
照明光を照射する“自動”と、ユーザ操作に応じて照明光を照射する“ユーザ操作のみ”
に分かれ、また、“自動”には“条件”が対応付けられている。なお、図示の例において
“ユーザ操作のみ”は、“ライト照射ＲＡ”に対応して設定し、その他の「項目」には設
定しない場合を例示している。“条件”は、例えば、被写体やその周囲の明るさがある値
より低かったら（暗かったら）照射することを指定するもので、ユーザ操作によって任意
に変更可能となっている。この“自動”と“ユーザ操作のみ”に対応して「設定フラグ」
が設けられている。この「設定フラグ」は、「項目」毎に“自動”と“ユーザ操作のみ”
の何れを有効とするかを選択するために任意に設定されたもので、図中、“１”は、その
有効を示している。
【００２９】
　図６は、照射タイムチャート記憶部Ｍ３を説明するための図である。
　照射タイムチャート記憶部Ｍ３は、撮影用ＬＥＤ２１の照射を開始してからの経過時間
に応じてどのような強度（レベル）で照明光を照射するかを記憶するもので、“ライト照
射ＲＡ”、“ライト照射ＲＢ（フォーカス調整）”、“ライト照射ＲＣ（シャッター）”
の各「項目」に対応して、その「内容」を記憶する構成となっている。「内容」は、時間
経過に応じて変化する照明光の強度（レベル）の変化を時系列的に表した照射タイムチャ
ートで、時間と強度とを対応付けた数値列情報である。
【００３０】
　この照射タイムチャートは、電力消費を抑制しつつ、照明光の照射が必要な場合には、
必要な強度の照明光を被写体に照射させるために、撮像部１９の動作中にはユーザが被写
体をモニタ画面などで確認するのに必要な強度の光を照射させ、焦点を調整するにあたっ
ては焦点を調整するのに必要な強度の光を照射させるようにしたものである。なお、「内
容」には“ライト照射ＲＡ”、“ライト照射ＲＢ（フォーカス調整）”、“ライト照射Ｒ
Ｃ（シャッター）”別に複数の照射タイムチャートを記憶するようにしてもよい。例えば
、図５に示すような複数の照射タイムチャートを記憶しておき、その何れを選択してライ
ト照射を制御するようにしてもよい。
【００３１】
　図５は、“ライト照射ＲＡ”、“ライト照射ＲＢ（フォーカス調整）”、“ライト照射
ＲＣ（シャッター）”の各照射タイムチャートを概念的に連続させた状態を示したもので
、図５の（１）～（５）に例示した各照射タイムチャートのうち、その何れかのタイムチ
ャートを使用してライト照射を行うようにしている。なお、“ライト照射ＲＣ（シャッタ
ー）”のタイムチャートは、フラッシュ光の照射状態を示したもので、撮影開始から所定
時間（例えば、２秒間）、照射する共通のパターンとなっている。また、図５において“
ライト照射ＲＡ”、“ライト照射ＲＢ（フォーカス調整）”のタイムチャートは、標準的
なパターンを示したもので、その照射時間（タイムチャートの時間幅）は、フォーカス調
整の開始タイミング、撮影の開始タイミングによって異なる。つまり、フォーカス調整の
条件が何時成立したか、撮影開始の条件が何時成立したか、ユーザ操作によってフォーカ
ス調整が何時指示されたか、ユーザ操作によって撮影の開始が何時指示されたかに応じて
異なる。
【００３２】
　図５（１）に示した“ライト照射ＲＡ”のタイムチャートは、照射開始時に第１強度と
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しての節電レベル（例えば、フラッシュ時の略１／２のレベル）まで立ち上げてから時間
の経過に応じてその強度を徐々に減衰させて消灯レベル（ライトＯＦＦ）まで落とす照射
パターンとなっている。なお、この節電レベルは、撮像前にユーザが被写体をモニタ画面
で確認できるように被写体やその周囲の明るさを確保できる程度のレベルである。また、
“ライト照射ＲＡ”の照射時間は、上述したようにフォーカス調整の開始タイミングによ
って異なり、消灯レベルに達してもフォーカス調整が開始されなければ、消灯レベルがそ
のまま維持されることになり、逆に、消灯レベルに達する前にフォーカス調整が開始され
ることもある。
【００３３】
　図５（１）に示した“ライト照射ＲＢ”のタイムチャートも同様に、焦点調整に必要な
光の強度となる第２強度（例えば、上述した節電レベル）まで立ち上げてから時間の経過
に応じてその強度を徐々に減衰させて消灯レベルまで落とす照射パターンとなっている。
なお、この例では、“ライト照射ＲＡ”の照射強度（第１強度）と“ライト照射ＲＢ”の
照射強度（第２強度）とを同一レベルとした場合を示し、上述したように“ライト照射Ｒ
Ｃ（シャッター）”のフラッシュ光の照射強度（第３強度）の略１／２レベルとなってい
る。また、図示したような標準的なパターンにおいて消灯レベルに達するまでの減衰時間
は、“ライト照射ＲＡ”＞“ライト照射ＲＢ”となっている。
【００３４】
　また、図５（２）に示した“ライト照射ＲＡ”のタイムチャート部分は、節電レベルま
で立ち上げてからそのレベルを所定時間継続させた後に消灯レベルまで落とす（消灯も減
衰の一部、以下、同様）照射パターンとなっており、また、“ライト照射ＲＢ”の部分も
同様に、節電レベルまで立ち上げてからそのレベルを所定時間継続させた後に消灯レベル
まで落とす（減衰させる）照射パターンとなっている。この場合、図示したような標準的
なパターンにおいて消灯レベルに達するまでの減衰時間は、“ライト照射ＲＡ”＞“ライ
ト照射ＲＢ”となっている。
【００３５】
　また、図５（３）に示した“ライト照射ＲＡ”のタイムチャートは、節電レベルまで立
ち上げてからそのレベルを段階的に下げる（減衰させる）照射パターンとなっており、ま
た、“ライト照射ＲＢ”の部分も同様に、節電レベルまで立ち上げてからそのレベルを段
階的に下げる（減衰させる）照射パターンとなっている。図５（４）に示した“ライト照
射ＲＡ”のタイムチャートは、節電レベルまで立ち上げてからその強度を徐々に減衰させ
た後にそのレベルを継続する照射パターンとなっており、また、“ライト照射ＲＢ”の部
分は、節電レベルまで立ち上げてからそのレベルを継続する照射パターンとなっている。
【００３６】
　図５（５）に示した“ライト照射ＲＡ”のタイムチャートは、節電レベルまで立ち上げ
てからそのレベルを継続する照射パターンとなっており、また、“ライト照射ＲＢ”のタ
イムチャートは、節電レベルより１ランク上のレベルに立ち上げてからそのレベルを継続
する照射パターンとなっている。すなわち、図５（５）は、被写体に対して光を第１強度
（節電レベル）で照射させ、焦点を調整するにあたっては、光を第１強度と異なる第２強
度（節電レベルより１ランク上のレベル）で照射させるようにしたものである。なお、図
５（１）～（４）に示した具体例では“ライト照射ＲＡ”と“ライト照射ＲＢ”の立ち上
げ部分を同じレベルとしたが、図５（５）に示すように異なるレベルとしてもよく、また
、“ライト照射ＲＡ”と“ライト照射ＲＢ”の組み合わせも任意である。
【００３７】
　次に、この実施形態における携帯電話機１の動作概念を図７～図１５に示すフローチャ
ートを参照して説明する。ここで、これらのフローチャートに記述されている各機能は、
読み取り可能なプログラムコードの形態で格納されており、このプログラムコードにした
がった動作が逐次実行される。また、伝送媒体を介して伝送されてきた上述のプログラム
コードに従った動作を逐次実行することもできる。すなわち、記録媒体のほかに、伝送媒
体を介して外部供給されたプログラム／データを利用してこの実施形態特有の動作を実行
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することもできる。
【００３８】
　図７は、電源投入に伴って実行開始される携帯電話機１の全体動作を示したフローチャ
ート（メインフロー）である。
　先ず、中央制御部１１は、電源を投入する電源オン操作が行われると（ステップＡ１で
ＹＥＳ）、電源供給を開始させて所定のメモリなどを初期化する電源オン処理を実行した
後、所定の待受画像を読み出して表示させる待受処理を行う（ステップＡ２）。そして、
操作部１８からの操作信号の入力有無をチェックしたり（ステップＡ３、Ａ５、Ａ９、Ａ
１１）、無線通信部１４での着信検出の有無をチェックしたりする（ステップＡ７）。こ
こで、撮影条件記憶部Ｍ１、照射条件記憶部Ｍ２、照射タイムチャート記憶部Ｍ３などの
各種情報の設定を指示する設定操作が行われると（ステップＡ３でＹＥＳ）、その設定操
作に従って撮影条件記憶部Ｍ１、照射条件記憶部Ｍ２、照射タイムチャート記憶部Ｍ３な
どの内容を変更する設定処理を行う（ステップＡ４）。
【００３９】
　また、カメラ機能を起動させる操作が行われると（ステップＡ５でＹＥＳ）、後述する
カメラ処理に移る（ステップＡ６）。また、着信を検出すると（ステップＡ７でＹＥＳ）
、回線接続に応じて通話可能状態とする通話処理を行い（ステップＡ８）、電源オフ操作
が行われると（ステップＡ９でＹＥＳ）、電源オフ処理を行い（ステップＡ１０）、その
他の操作として、例えば、発信操作やメール送信操作などが行われると（ステップＡ１１
でＹＥＳ）、その操作に応じた処理として、発信処理、メール送信処理などを行う（ステ
ップＡ１２）。
【００４０】
　図８は、カメラ処理（図７のステップＡ６）の全体動作を示したフローチャートであり
、図９～図１５は、カメラ処理のうちその一部の処理（自動処理／照射制御処理／ライト
照射処理／フォーカス調整処理／撮影処理）を詳述するためのフローチャートである。
　先ず、中央制御部１１は、カメラ機能を起動させた後（ステップＢ１）、後述する自動
処理を実行すると共に（ステップＢ２）、照射制御処理を実行した後（ステップＢ３）、
操作に応じた処理に移る（ステップＢ４～Ｂ１３）。
【００４１】
　図９～図１１は、撮影条件に応じてフォーカス調整や撮影を制御したり、照射条件に応
じて照明光の強度を制御したりする自動処理（図８のステップＢ２）を詳述するためのフ
ローチャートである。
　図９のフローは、“ライト照射ＲＡ”に対応する部分の自動処理を示したもので、先ず
、中央制御部１１は、照射条件記憶部Ｍ２を参照し、“ライト照射ＲＡ”の“自動”に対
応する「設定フラグ」が“１”、つまり、照射条件に応じて照明光を照射することを示す
「自動＝１」に設定されていれば（ステップＣ１でＹＥＳ）、ライト照射ＲＢの照射時間
を計測するタイマＴＢ（図示せず）は動作中であるか（ライト照射ＲＢによるライト照射
中であるか）を調べる（ステップＣ２）。ここで、「自動＝１」に設定されていない場合
（ステップＣ１でＮＯ）、あるいは「自動＝１」に設定されていてもタイマＴＢが動作中
の場合（ライト照射ＲＢによるライト照射中の場合）には（ステップＣ２でＮＯ）、“ラ
イト照射ＲＡ”における照射をスキップさせるために、図１０のフローに移る。
【００４２】
　また、タイマＴＢが動作中でない場合、つまり、ライト照射ＲＢによるライト照射中で
ない場合には（ステップＣ２でＹＥＳ）、“ライト照射ＲＡ”の“条件”に応じて被写体
の現在の状況を検出する（ステップＣ３）。いま、その“条件”として被写体やその周囲
の明るさが設定されているときには、撮像部１９によって検出された被写体やその周囲の
明るさを被写体の現在の状況として取り込んだ後、照射条件記憶部Ｍ２を参照し、被写体
の現在の状況は“ライト照射ＲＡ”の“条件”を満たすかを調べる（ステップＣ４）。
【００４３】
　ここで、例えば、被写体やその周囲の明るさがある値よりも暗かったらその“条件”を
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満たすと判断してステップＣ５に移り、照射タイムチャート記憶部Ｍ３をアクセスし、“
ライト照射ＲＡ”のタイムチャートから照射開始時のレベルを読み出す（ステップＣ５）
。なお、“ライト照射ＲＡ”に対応して複数の照射タイムチャートが記憶されているとき
には、被写体の現在の状況に適した照射タイムチャートを選択して照射開始時のレベルを
読み出す（以下、後述する“ライト照射ＲＢ”、“ライト照射ＲＣ”の場合についても同
様）。そして、撮影用ＬＥＤ２１を駆動させて光照射を開始させ、その強度が当該タイム
チャートの照射開始時のレベルとなるように制御する（ステップＣ６）。これによって例
えば、図５に示した“ライト照射ＲＡ”の照射タイムチャートにおいては、フラッシュ時
の略１／２のレベルである節電レベルで光照射が開始される。そして、ライト照射ＲＡ”
の照射時間を計測するタイマＴＡ（図示せず）を起動させてその計測動作を開始させた後
（ステップＣ７）、図１０のフローに移る。
【００４４】
　一方、被写体の現在の状況が“ライト照射ＲＡ”の“条件”を満たさない場合やその“
条件”を満たさなくなった場合には（ステップＣ４でＮＯ）、撮影用ＬＥＤ２１の駆動を
停止させると共に（ステップＣ８）、タイマＴＡの計測動作を停止させる（ステップＣ９
）。なお、撮影用ＬＥＤ２１がもともと駆動していなければ、撮影用ＬＥＤ２１及びタイ
マＴＡの停止状態はそのまま継続される。その後、図１０のフローに移る。
【００４５】
　図１０のフローは、“フォーカス調整”及び“ライト照射ＲＢ”に対応する部分の自動
処理を示したもので、先ず、中央制御部１１は、撮影条件記憶部Ｍ１を参照し、“フォー
カス調整”の“自動”に対応する「設定フラグ」が“１”、つまり、撮影条件に応じてフ
ォーカス調整を行うことを示す「自動＝１」に設定されていなければ（ステップＣ１０で
ＮＯ）、図１１のフローに移るが、「自動＝１」に設定されていれば（ステップＣ１０で
ＹＥＳ）、“フォーカス調整”の“条件”に応じて被写体の現在の状況を検出する（ステ
ップＣ１１）。いま、“フォーカス調整”の“条件”として被写体が静止したら調整する
、あるいは被写体（人物）の顔を認識したら調整する、が設定されていれば、撮像部１９
から取り込んだ画像（モニタ画像）を被写体の現在の状況として検出した後、このモニタ
画像を解析し、被写体の状況は“フォーカス調整”の“条件”を満たすかを調べる（ステ
ップＣ１２）。
【００４６】
　いま、モニタ画像を解析した結果、被写体が静止したり、顔を認識したりすることによ
って“フォーカス調整”の“条件”を満たすときには（ステップＣ１２でＹＥＳ）、照射
条件記憶部Ｍ２を参照し、“ライト照射ＲＢ”の“自動”に対応する「設定フラグ」が“
１”、つまり、照射条件に応じて照明光を照射することを示す「自動＝１」に設定されて
いるかを調べ（ステップＣ１３）、「自動＝１」であれば、“ライト照射ＲＢ”の“条件
”に応じて被写体の現在の状況を検出する（ステップＣ１４）。いま、その“条件”とし
て、被写体やその周囲の明るさが設定されているときには、撮像部１９によって検出され
た被写体やその周囲の明るさを被写体の現在の状況として取り込んだ後、照射条件記憶部
Ｍ２を参照し、被写体の状況は“ライト照射ＲＢ”の“条件”を満たすかを調べる（ステ
ップＣ１５）。
【００４７】
　その結果、“ライト照射ＲＢ”の“条件”を満たすときには（ステップＣ１５でＹＥＳ
）、照射タイムチャート記憶部Ｍ３をアクセスし、“ライト照射ＲＢ”のタイムチャート
から照射開始時のレベルを読み出す（ステップＣ１６）。そして、撮影用ＬＥＤ２１を駆
動させて光照射を開始させ、その強度が当該タイムチャートの照射開始時のレベルとなる
ように制御する（ステップＣ１７）。これによって例えば、図５に示した“ライト照射Ｒ
Ｂ”の照射タイムチャートにおいては、フラッシュ時の略１／２のレベルである節電レベ
ルで光照射が開始される。そして、タイマＴＡが計測動作中であれば、それを停止させた
後（ステップＣ１８）、ライト照射ＲＢ”の照射時間を計測するタイマＴＢ（図示せず）
を起動させてその計測動作を開始させると共に（ステップＣ１９）、撮像部１９に対して
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フォーカス調整の開始を指示した後（ステップＣ２０）、図１１のフローに移る。
【００４８】
　一方、“フォーカス調整”の“撮影条件”を満たさない場合やその“条件”を満たさな
くなった場合（ステップＣ１２でＮＯ）、あるいはその“撮影条件”を満たしていても、
“ライト照射ＲＢ”が「自動＝１」に設定されていない場合には（ステップＣ１３でＮＯ
）、撮影用ＬＥＤ２１の駆動を停止させると共に（ステップＣ２３）、タイマＴＢの計測
動作を停止させる（ステップＣ２４）。なお、撮影用ＬＥＤ２１がもともと駆動していな
ければ、撮影用ＬＥＤ２１及びタイマＴＢの停止状態はそのまま継続される。そして、撮
像部１９に対してフォーカス調整の終了を指示した後（ステップＣ２５）、図１１のフロ
ーに移る。また、“フォーカス調整”の“撮影条件”を満たしていても、“ライト照射Ｒ
Ｂ”の“条件”を満たさない場合には（ステップＣ１５でＮＯ）、撮影用ＬＥＤ２１の駆
動を停止させると共に（ステップＣ２１）、タイマＴＢの計測動作を停止させた後（ステ
ップＣ２２）、撮像部１９に対してフォーカス調整の開始を指示する（ステップＣ２０）
。その後、図１１のフローに移る。
【００４９】
　図１１のフローは、“シャッター”及び“ライト照射ＲＣ” に対応する部分の自動処
理を示したもので、先ず、中央制御部１１は、撮影条件記憶部Ｍ１を参照し、“シャッタ
ー”の“自動”に対応する「設定フラグ」が“１”、つまり、撮影条件に応じてシャッタ
ーを制御することを示す「自動＝１」に設定されているかを調べ（ステップＣ２６）、「
自動＝１」でなければ（ステップＣ２６でＮＯ）、この自動処理から抜けるが、“シャッ
ター”が「自動＝１」に設定されていれば（ステップＣ２６でＹＥＳ）、“シャッター”
の“条件”に応じて被写体の現在の状況を検出する（ステップＣ２７）。いま、“シャッ
ター”の“撮影条件”として被写体が一定時間静止したら調整する、あるいはフォーカス
調整が終了したら調整する、が設定されていれば、撮像部１９によって撮像されたモニタ
画像を被写体の現在の状況として取り込んだ後、このモニタ画像を解析し、被写体の状況
は“シャッター”の“条件”を満たすかを調べる（ステップＣ２８）。
【００５０】
　その結果、“シャッター”の“条件”を満たさなければ（ステップＣ２８でＮＯ）、こ
の自動処理から抜けるが、その“条件”を満たすときには（ステップＣ２８でＹＥＳ）、
照射条件記憶部Ｍ２を参照し、“ライト照射ＲＣ”が「自動＝１」の自動照射に設定され
ているかを調べ（ステップＣ２９）、「自動＝１」であれば、“ライト照射ＲＣ”の“条
件”に応じて被写体の現在の状況を検出する（ステップＣ３０）。いま、その“条件”と
して、被写体やその周囲の明るさが設定されているときには、撮像部１９によって検出さ
れた被写体やその周囲の明るさを被写体の現在の状況として取り込んだ後、照射条件記憶
部Ｍ２を参照し、被写体の状況は“ライト照射ＲＣ”の“条件”を満たすかを調べる（ス
テップＣ３１）。
【００５１】
　その結果、“ライト照射ＲＣ”の“条件”を満たすときには（ステップＣ３１でＹＥＳ
）、照射タイムチャート記憶部Ｍ３をアクセスし、“ライト照射ＲＣ”のタイムチャート
を読み出し（ステップＣ３２）、撮影用ＬＥＤ２１を駆動させて光照射を開始させて、こ
のタイムチャートに従ってその強度を順次変化させながらフラッシュ光を照射させる（ス
テップＣ３３）。これによって例えば、図５に示した“ライト照射ＲＣ”の照射タイムチ
ャートにおいては、フラッシュ光を所定時間（例えば、2秒間）照射させる。そして、タ
イマＴＡ及びタイマＴＢの計測動作を停止させて（ステップＣ３４）、シャッター駆動時
に撮像された画像を取り込む撮像処理を行い（ステップＣ３５）、撮影用ＬＥＤ２１の駆
動を停止させた後（ステップＣ３６）、撮像された画像を画像記憶部Ｍ４に記録させる（
ステップＣ３７）。一方、“ライト照射ＲＣ”が「自動＝１」でない場合（ステップＣ２
９でＮＯ）、あるいは“ライト照射ＲＣ”の“条件”を満たさない場合には（ステップＣ
３１）、上述したステップＣ３４に移り、以下、同様の動作を行う。
【００５２】
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　このような自動処理（図８のステップＢ２）が終わると、“ライト照射ＲＡ”、“ライ
ト照射ＲＢ”のタイムチャートに従って照射強度を制御する照射制御処理（ステップＢ３
）に移る。図１２は、この照射制御処理（図８のステップＢ３）を詳述するためのフロー
チャートである。
　先ず、中央制御部１１は、ライト照射ＲＡによるライト照射中であるかを調べるために
タイマＴＡが動作中かを判別し（ステップＤ１）、タイマＴＡが動作中（ライト照射ＲＡ
によるライト照射中）であれば、そのタイマＴＡから現在のタイマ値を読み出すと共に（
ステップＤ２）、照射タイムチャート記憶部Ｍ３をアクセスし、“ライト照射ＲＡ”のタ
イムチャートから当該タイマ値に対応するレベルを読み出し（ステップＤ３）、撮影用Ｌ
ＥＤ２１からの照射強度が当該レベルとなるように制御する（ステップＤ４）。
【００５３】
　例えば、照射開始直後において、“ライト照射ＲＡ”のタイムチャートが図５（１）、
（４）の場合には、節電レベルから減衰するように制御し、図５（２）、（３）、（５）
の場合には、節電レベルを維持するように制御する。以下、図１２のフローを一旦抜けて
から再び当該照射制御処理が実行される毎に、“ライト照射ＲＡ”のタイムチャートに従
った制御が行われる結果、“ライト照射ＲＡ”の照射レベルは時間の経過に応じて図５に
示すようになる。
【００５４】
　一方、タイマＴＡが動作中でなければ（ステップＤ１でＮＯ）、ライト照射ＲＢによる
ライト照射中であるかを調べるためにタイマＴＢが動作中であるかを判別し（ステップＤ
５）、このタイマＴＢも動作中でなければ、この照射制御処理の終了となるが、タイマＴ
Ｂが動作中（ライト照射ＲＢによるライト照射中）であれば（ステップＤ５でＹＥＳ）、
そのタイマＴＢから現在のタイマ値を読み出すと共に（ステップＤ６）、照射タイムチャ
ート記憶部Ｍ３をアクセスし、“ライト照射ＲＢ”のタイムチャートから当該タイマ値に
対応するレベルを読み出し（ステップＤ７）、撮影用ＬＥＤ２１からの照射強度が当該レ
ベルとなるように制御する（ステップＤ４）。例えば、照射開始直後において、“ライト
照射ＲＢ”のタイムチャートが図５（１）の場合には、節電レベルから減衰するように制
御し、図５（２）～（５）の場合には、節電レベルを維持するように制御する。以下、図
１２のフローを一旦抜けてから再び当該照射制御処理が実行される毎に、“ライト照射Ｒ
Ｂ”のタイムチャートに従った制御が行われる結果、“ライト照射ＲＢ”の照射レベルは
時間の経過に応じて図５に示すようになる。
【００５５】
　このような照射制御処理（図８のステップＢ２）が終わると、ユーザ操作に応じた処理
に移る（ステップＢ４～Ｂ１３）。すなわち、撮影条件に応じてフォーカス調整や撮影を
制御したり、照射条件に応じて照明光の強度を制御したりする自動処理中であっても、ユ
ーザ操作によってフォーカス調整や撮影、照明光の強度を任意に制御可能とするためにユ
ーザ操作に応じた処理に移る。この場合、ライト照射の開始あるいは停止を指示するライ
ト照射操作に応じて（ステップＢ４でＹＥＳ）、ライト照射処理に移り（ステップＢ５）
、フォーカス調整の開始あるいは停止を指示するフォーカス調整操作に応じて（ステップ
Ｂ６でＹＥＳ）、フォーカス調整処理に移り（ステップＢ７）、シャッターオンを指示す
る撮影操作に応じて（ステップＢ８でＹＥＳ）、撮影処理に移り（ステップＢ９）、カメ
ラ機能の終了を指示するカメラ終了操作に応じて（ステップＢ１０でＹＥＳ）、カメラ終
了処理に移り（ステップＢ１１）、その他の操作に応じて（ステップＢ１２でＹＥＳ）、
その他の処理に移る（ステップＢ１３）。
【００５６】
　図１３は、ライト照射操作に応じて実行されるライト照射処理（図８のステップＢ５）
を詳述するためのフローチャートである。このライト照射処理は、ユーザ操作による照射
の指示に基づいて照射を開始した場合でも上述した照射タイムチャートに従った照射を行
うようにしたものである。
　先ず、中央制御部１１は、ライト照射の開始あるいは停止を指示するライト照射操作が
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行われると、ライト照射ＲＢによるライト照射中であるかを調べるためにタイマＴＢが動
作中かを判別し（ステップＥ１）、動作中であれば、以下のライト照射ＲＡによる照射処
理をスキップするが、ライト照射ＲＢによるライト照射中（タイマＴＢが動作中）でなけ
れば（ステップＥ１でＹＥＳ）、図８のステップＢ４で検出された操作がライト照射の開
始を指示する操作か終了を指示する操作かを調べる（ステップＥ２）。
【００５７】
　いま、照射の開始が指示されたときには（ステップＥ２でＹＥＳ）、照射タイムチャー
ト記憶部Ｍ３をアクセスし、“ライト照射ＲＡ”のタイムチャートから照射開始時のレベ
ルを読み出し（ステップＣ３）、撮影用ＬＥＤ２１を駆動させて光照射を開始させ、その
強度が当該タイムチャートの照射開始時のレベルとなるように制御すると共に（ステップ
Ｅ４）、タイマＴＡを起動させてその計測動作を開始させる（ステップＥ５）。一方、ラ
イト照射の終了を指示する操作が行われたときには（ステップＥ２でＮＯ）、撮影用ＬＥ
Ｄ２１の駆動を停止させると共に（ステップＥ６）、タイマＴＡの計測動作を停止させる
（ステップＥ７）。
【００５８】
　図１４は、フォーカス調整操作に応じて実行されるフォーカス調整処理（図８のステッ
プＢ７）を詳述するためのフローチャートである。ここで、フォーカス調整操作は、フォ
ーカス調整の開始を指示したり、その終了を指示したりする操作であり、タッチセンサ付
きシャッターキーに指が接触したときにフォーカス調整の開始を指示し、指の接触を止め
たときにフォーカス調整の終了を指示するようにしている。
　先ず、中央制御部１１は、図８のステップＢ６で検出された操作がフォーカス調整の開
始を指示する操作か終了を指示する操作かを調べる（ステップＦ１）。フォーカス調整の
開始を指示する操作が行われたときには（ステップＦ１でＹＥＳ）、以下、上述した図１
０のステップＣ１３～Ｃ２５と同様の処理を行う。すなわち、“ライト照射ＲＢ”が「自
動＝１」の自動照射に設定され（ステップＦ２でＹＥＳ）、かつ、被写体の状況が“ライ
ト照射ＲＢ”の“条件”を満たしているときには（ステップＦ３、Ｆ４でＹＥＳ）、“ラ
イト照射ＲＢ”のタイムチャートに応じた照射を開始させる（ステップＦ５、Ｆ６）。そ
して、タイマＴＡを停止させると共にタイマＴＢを起動させた後、フォーカス調整の開始
させる（ステップＦ７～Ｆ９）。
【００５９】
　一方、また、フォーカス調整の“条件”を満たさない場合や満たさなくなった場合には
（ステップＦ４でＮＯ）、撮影用ＬＥＤ２１及びタイマＴＢを停止させた後（ステップＦ
１０、Ｆ１１）、フォーカス調整の開始を指示する（ステップＦ９）。また、フォーカス
調整の終了が指示された場合（ステップＦ１でＮＯ）、あるいは“ライト照射ＲＢ”が「
自動＝１」でない場合には（ステップＦ２でＮＯ）、撮影用ＬＥＤ２１及びタイマＴＢを
停止させた後、フォーカス調整の終了を指示する（ステップＦ１２～Ｆ１４）。
【００６０】
　図１５は、撮影操作に応じて実行される撮影処理（図８のステップＢ９）を詳述するた
めのフローチャートである。ここで、撮影操作は、上述のシャッターキーを押し込む操作
である。
　先ず、中央制御部１１は、上述した図１１のステップＣ２９～Ｃ３７と同様の処理を行
う。すなわち、“シャッター”が「自動＝１」の自動撮影に設定され（ステップＧ１でＹ
ＥＳ）、かつ、被写体の状況が“ライト照射ＲＣ”の“条件”を満たしているときには（
ステップＧ２、Ｇ３でＹＥＳ）、“ライト照射ＲＣ”のタイムチャートに従ってその強度
を順次変化させながら所定時間（例えば、２秒間）光照射を行わせた後（ステップＧ４、
Ｇ５）、タイマＴＡ及びタイマＴＢの計測動作を停止させると共に、撮像処理を行う（ス
テップＧ６、Ｇ７）。そして、撮影用ＬＥＤ２１を停止させた後（ステップＧ８）、撮像
画像を記録させる（ステップＧ９）。一方、“ライト照射ＲＣ”が「自動＝１」でない場
合（ステップＧ１でＮＯ）、あるいは“ライト照射ＲＣ”の“条件”を満たさない場合に
は（ステップＧ３）、以下、上述のステップＧ６に移り、以下、同様の動作を行う。
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【００６１】
 以上のように、この実施形態において中央制御部１１は、撮像部１９によって撮像され
る被写体に対して照射する照明光の強度をライト制御部２０を介して制御する場合に、そ
の照明光の強度を時間経過に基づいて減衰させると共に、焦点を調整するにあたっては照
明光を所定の強度で照射させるようにしたので、被写体に照射する光の強度を適切に制御
することができ、ユーザの利便性を損なうことなく、電力消費を抑制することが可能とな
る。すなわち、電力消費を抑制しつつ、光の照射が必要な場合には、必要な強度の光を被
写体に照射させることができ、更には、光の照射による発熱も抑制することができる。ま
た、ある程度の時間が経過するということは、ユーザが撮像部１９を起動させたまま携帯
電話機１を放置した可能性や誤って撮像部１９を起動させたことに気付いていない可能性
があり、また、撮像部１９を起動させたが実際には撮像する気が無い可能性なども考えら
れるので、光の強度を減衰させたとしてもユーザの利便性を損なうことは無い。
【００６２】
　焦点を調整する際に、例えば、図５（１）に示すように被写体に照射する光の強度を時
間経過に基づいて減衰させるようにしたので、電力消費を抑制することができる。例えば
、あるキーに接触している間中あるいはあるキーを押している間中、焦点を調整し続ける
ような操作方法になっている場合のように、焦点を調整する時間が長い場合には、特に電
力消費を抑制することができる。焦点調整にある程度の時間が経過するということは、上
述の場合と同じ可能性が考えられるので、光の強度を減衰させたとしてもユーザの利便性
を損なうことはない。
【００６３】
 ユーザ操作による照射の指示に基づいて照射を開始した場合でも、例えば、図５（１）
～（４）に示すように光の強度を時間経過に基づいて減衰させるようにしたので、電力消
費を抑制することができる。
【００６４】
　被写体の現在の状況として、被写体やその周囲が暗くなったことで照明光の照射を開始
した場合でも、例えば、図５（１）～（４）に示すように光の強度を時間経過に基づいて
減衰させるようにしたので、電力消費を抑制することができる。
【００６５】
　ユーザ操作による指示に基づいて焦点の調整を開始した場合に、焦点の調整に必要な強
度の光を被写体に照射させることができる。この場合、ユーザが所定の操作キー（例えば
シャッターキー）に接触している間、焦点の調整に必要な強度の光を被写体に照射させる
ことができる。
【００６６】
　所定の撮影条件を満たしたことによって焦点の調整を開始した場合に、焦点の調整に必
要な強度の光を被写体に照射させることができる。
【００６７】
　焦点を調整するにあたって、被写体やその周囲が暗い場合に、焦点の調整に必要な強度
の光を被写体に照射させることができる。
【００６８】
　シャッターキーが押された場合や所定の撮影条件を満たした場合に撮像するにあたって
、撮像に必要な強度の光を被写体に照射させることができる。
【００６９】
　撮像部１９の動作中に、被写体に対して光を第１強度で照射させ、焦点を調整するにあ
たっては、光を第１強度と異なる第２強度で照射させるようにしたので、撮像装置の電力
消費を抑制しつつ、必要な強度の光を被写体に照射させることができる。例えば、撮像部
１９の動作中にはユーザが被写体をモニタ画面などで確認するのに必要な強度の光を照射
させ、焦点を調整するにあたっては焦点を調整するのに必要な強度の光を照射させるよう
にすることができる。
【００７０】
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　被写体に照射する光の強度を時間経過に基づいて減衰させるようにしたので、ユーザの
利便性を損なうことなく、撮像装置の電力消費を抑制することができる。
【００７１】
　なお、上述した実施形態においては、被写体として人物を示したが、風景などであって
もよく、また、照明用ライトもＬＥＤ以外の発光素子であってもよいし、報知用のＬＥＤ
と兼用してもよい。更に、図５（１）～（５）に示した照射タイムチャートに限らず、ま
た、照射タイムチャートをユーザ操作に応じて任意に設定可能としてもよい。また、上述
した実施形態においては、照射タイムチャート従って光の強度を制御するようにしたが、
機械的な制御や回路的な制御によって光の強度を制御するようにしてもよい。
【００７２】
　また、上述した実施形態においては、フォーカス調整開始操作をシャッターキーへの指
接触、その調整終了操作をシャッターキーへの接触中止としたが、調整開始操作をシャッ
ターキーの半押しでもよく、シャッターキー以外のキー操作であってもよいなど、任意で
ある。
　また、フォーカス調整の条件、シャッターの条件、ライト照射の条件は上述した実施形
態における条件に限らず、適切な条件であれば任意である。
【００７３】
　その他、上述した実施形態においては、撮像装置としてカメラ機能付き携帯電話機に適
用した場合を例示したが、例えば、ＰＤＡ、デジタルカメラ、電子腕時計、音楽再生機な
どであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】撮像装置として適用したカメラ機能付き携帯電話機が利用可能な通信ネットワー
クシステムを示したブロック図。
【図２】カメラ機能付き携帯電話機１の基本的な構成要素を示したブロック図。
【図３】撮影条件記憶部Ｍ１を説明するための図。
【図４】照射条件記憶部Ｍ２を説明するための図。
【図５】（１）～（５）は、ライト照射の開始時からの時間経過に応じて照明光の強度が
変化する状態を示した照射タイムチャートを例示したもので、“ライト照射ＲＡ”、“ラ
イト照射ＲＢ（フォーカス調整）”、“ライト照射ＲＣ（シャッター）”の各照射タイム
チャートを概念的に連続させた状態を示した図。
【図６】照射タイムチャート記憶部Ｍ３を説明するための図。
【図７】電源投入に伴って実行開始される携帯電話機１の全体動作を示したフローチャー
ト。
【図８】カメラ処理（図７のステップＡ６）の全体動作を示したフローチャート。
【図９】撮影条件に応じてフォーカス調整や撮影を制御したり、照射条件に応じて照明光
の強度を制御したりする自動処理（図８のステップＢ２）を詳述するためのフローチャー
ト。
【図１０】図９に続く動作を示したフローチャート。
【図１１】図１０に続く動作を示したフローチャート。
【図１２】照射制御処理（図８のステップＢ３）を詳述するためのフローチャート。
【図１３】ライト照射操作に応じて実行されるライト照射処理（図８のステップＢ５）を
詳述するためのフローチャート。
【図１４】フォーカス調整操作に応じて実行されるフォーカス調整処理（図８のステップ
Ｂ７）を詳述するためのフローチャート。
【図１５】撮影操作に応じて実行される撮影処理（図８のステップＢ９）を詳述するため
のフローチャート。
【符号の説明】
【００７５】
 １　携帯電話機
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 ２　無線通信網
 １１　中央制御部
 １２　ＲＯＭ
 １３　ＲＡＭ
 １４　無線通信部
 １６　表示部
 １７　操作部
 １９　撮像部
 ２０　ライト制御部
 ２１　撮影用ＬＥＤ
 Ｍ１　撮影条件記憶部
 Ｍ２　照射条件記憶部
 Ｍ３　照射タイムチャート記憶部
 Ｍ４　画像記憶部

【図１】 【図２】



(17) JP 2009-265112 A 2009.11.12

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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